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伴い、笹島貨物駅は廃止 され、跡地は、イベ ント会場や 日本国際博覧会(愛 ・地球博)の サテライ ト会場など
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1.は じめに
もう随分古い話になるが、筆者 らが学会賞[注1]を 受
賞 した建築 ・デザイン作品が図1で ある。青森市のスキー
場を通年利用型施設へと再生 させた環境デザインに対す る
受賞であった。
このよ うに1つ のプロジェク トが始動 し、そ して様々な
段階を経て完成 し、社会的評価を得 ることができたのは幸
運だったといえる。 とい うのも都市や建築の世界では、プ
ロジェク トが成長 し、完成に至 る機会が、実は大変少ない







区(以 下ささしま24地 区と言 う)に 対する私達の提案も、







2011年6月 、名古屋市ささしま24総 合整備事務所か ら、









貢献プロジェク トとしてその構想提案 を作成 し、ささしま
ライブ24ま ちづ くり協議会で発表 した。当研究室では、院
生や学部生達とのボランティア作業[注3]に よつて、2回




れか らの都市再開発の方 向性や、大規模建築物が どのよう
に発生 し、そ して実現 にむけて最初の第一歩を歩き始めよ
うとす るのかといった、建築デザイ ン源流の仕事について














図2は 、国土交通省が編纂 した資料[注6]を もとに、私








へ と開発主体が変化 した ことである。そ して第三セクター
な どを設けた従来の一体的都市再開発から、街に関わる民









導型 といってよく、そのための組織 として株式会社 とNPO
法人とい う二つの組織形態がとられている。
第4は 、特定のエ リアを活動対象 とす ることであり、民
間事業者、地権者、住民等が、関わ り合いながら、開発 し
てゆく特定のエ リアを定め、これによって行政サービスで
は得 られにくい地域全体の公的価値 を創造 してゆくことで
ある。















に私 どもでこの街全体が完成 した ときの昼間人 口を算出す
ると約5万 人程度 と予測できるが、アフター5以 降の集客
の施策あるいは戦略はまだ未知数であった。
そこで果たして集客需要の有無かを検討する必要があっ
た。図3は 、ささしま24地 区を中心に集客圏域を示 したも
のである。隣接する近距離からの集客を意図する第1次 商圏、
概ね名古屋市内からの集客をはたす第2次 商圏、鉄道沿線





し、b)吸 引しうる小売業年 間販売額が701,067百 万円とな
り、a)-b)の 結果 一246,931百 万円の消費不足 となる。同様
に名古屋市を含む第2次 商圏では、a)各 世帯商圏潜在購買
力が 一1,707,413百 万円、b)吸 引 しうる小売業年間販売額
1,940,490百 万円、a)-b)は 一233,077百 万円 となる。 これ
らは、設定 した商圏が居住者だけではなく市外からの観光
客や ビジターによって成立 している商圏であることをあら
わ している。さらに第3次 商圏では、a)商 圏内潜在購 買力
4,799,859百 万円、b)吸引しうる小売業年間販売額4,036,357
百万円とな り、763,502百 万円の消費が余剰 として存在 しい
る。 このことから近隣県を含む第3次 商圏を対象 とした場
合に、消費需要が発生することがわかった。



























とすることは、立地戦略か ら判断 し有利 とはいえない。 さ
さしま24地 区には、高級ブラン ド店をなどを有するシニア
層向けの店舗も数多 く出店す る等、シニア層 との重複が見
られる。
そこで名古屋駅周辺を、シニア層を訴求対象 とする商業
サー ビスエ リアと位置づけ、ささしま24地 区は、ジュニア・
ヤングアダル ト層 を訴求対象 とする商業サー ビスエ リアと
して位置づけてみた。こ うすることで、現代の最多市場 を
訴求対象 として設定 しなが ら、名古屋駅エ リアとの差別化
をはかろうとする消費面での棲み分けが可能になる。
このように消費構造は、まず成立可能な商圏を探 り、そ







提案の前提 として、エ リアマネージメン トがある。すで
にささしま24地 区は、都市再開発が進んでいる段階なので、
新たに導入機能を検討す る空間的余地はす くない。む しろ
街が完成 した後の運営を視野に入れた提案であることが条
件である。






のではないか とす る課題である。 こうした課題解決の方向
として登場するのは都市環境をどのよ うに演出してゆくか
とする方向性である。これ らの前提条件 と課題、及び これ
らに応えるコンセプ ト及び提案の内容の骨格を提案 したの
が、図6で 示 した トータルコンセプ トである。
ここでは、都市の娯楽=エ ンターテイメン トとい う機能
を仮説的に立案 してみた。それはアフター5以 降をどうす
るかとい う事業者か らの課題、そ して検討を重ねた3課 題
に応えられる可能性があ り、またささしま24地 区がすでに
一部にエンターテイメン ト機能を導入 していることか ら考
えて立案 してみた。エンターテイメン トとい う仮説で どの
よ うな 将 来 像 が 描 け る か とい うの が 、 こ の 提 案 書 の 骨 格 に
な って い る。
そ こ で 「Canal　Entertainment　 Walk」 とい う トー タル コ
ンセ プ トで これ を表 現 して い る。
トー タル コ ンセ プ トは 、3本 のsub　 conceptで 成 立 して お
り、 第1 、に"Walkable　 Entertainment"と 呼 ん で い る 、既 に
計 画 され て い る建 築 と街 区 内 道 路 と の 間 の オ ー プ ン ス ペ ー
ス を 利 用 した 、 催 事 機 能 の 導 入 で あ る。 そ こ に は 、 カ フ ェ
テ ラ ス や 仮 設 路 面 店 舗 に よ る ギ ャ ラ リー や シ ョ ッ プ 、 あ る
い は大 道 芸 人 の 舞 台 とい った 、 ス トリー ト開発 で あ る。
第2は 、"Canal　 Entertainment"と 命 名 した 、 中川 運 河 船
溜 ま りへ の 提 案 で あ る。 歴 史 性 あ る護 岸 を守 りな が ら、 運
河 沿 い にエ ン タ ー テ イ メ ン トの 水 上 施 設 核 を建 設 し、集 客
の 要 に し よ う とい うも の で あ る。 合 わせ て 名 古 屋 市 の 計 画
で あ る防 災 拠 点機 能 を併 せ 持 った 施 設 の 開発 で あ る。
第3は 、"Entertainment　 Production"と 呼 ぶ 娯 楽 を演 出
し、 街 づ く り を先 導 で き る ソ フ トウ ェ ア と組 織 の 提 案 で あ
る。 こ れ は前 提 条 件 で あ る エ リア マ ネ ー ジ メ ン トの考 え方
と符 合 して お り、 大 き く は街 を総 合 的 な 視 点 か ら演 出 プ ロ
モ ー シ ョンで き る組 織 体 の 形 成 を提 案 して い る。
以 上 の3本 の サ ブ コ ン セ プ トに 支 え ら れ た 「Canal
Entertainment　 Walk」 を こ こで は 提 案 の 柱 と して い る。 界
隈 づ く り とい う比 較 的 容 易 に取 り組 め る テ ー マ 、 施 設 開 発
と い うプ ロ ジ ェ ク トテ ー マ 、 そ して ソ フ トウ ェ ア と い う必
要 欠 くべ か ら ざ る機 能 とい っ た よ うに 、 提 案 は 、街 の 実 現
の 度 合 い に応 じて 取 り組 め る よ うに サ ブ コ ンセ プ トを設 定
して い る。
トー タル コ ンセ プ トの基 本 的 考 え方 に 従 い 、 ま た 前 述 し
た さ さ しま24地 区 の ラ イ フ ス タイ ル で 導 か れ た ヤ ン グ ・ヤ
ングアダル トを訴求対象とす ることができ、かつ彼 らか ら
支持 され うるブラン ドであり、界隈ス トリー トや新規導入
キャナル施設において、導入が望まれ るブラン ドを、私た
































中 か ら、 界 隈 ス トリー ト演 出 と、 キ ャナ ル エ ン タ ー テ イ メ
ン トの 二 つ の 空 間 的 展 開 に お け る 考 え方 とイ メ ー ジ を語 っ
て ゆ こ う。
4.ス ケ マテ ィ ッ ク ・デ ザ イ ンに つ いて





インと呼んでいる。そ うした提案を図7に 界隈ス トリー ト、
図8に キャナルエンターテイメン トのスケマテ ィックデザ
インをあげた。
先ず界隈ス トリー トは、建築壁面の敷地境界線か らのセッ
トバ ックが建築計画の与件 として行政によって設定 されて
いるので、必ずス トリー トと建築壁面 との間に空間が発生す
る。 こうした空間を道路 とい う公的性格の空間と、建築 と
い う私的利用の空間との境界に位置す ることか ら、これ を
コモ ンスペース と名付け、積極的な界隈づくりを提案 して
いる。こうした界隈空間には、緑陰を活か した屋外のカフェ
テラスや屋内のレス トランの屋外へのにじみだ しといった
ように、店舗の延長 として容積率の割 り増 しを認めて仮設
建築物 に限って2階 建て程度の建設 を促 した り、大道芸人
達の舞台となった りす るなどの多彩な利用ができる空間と
しての整備を提案 している。






トを合わせた物販 ・飲食 ・サー ビスな どの商業機能を配置
しようとする2つ の大きな構造を持っている。
前者 を名古屋オフブロー ドウェイ と呼んでいる。オフと
しているのは、名古屋の劇場街 といえば既に伏見界隈に劇
場が立地 してお り、将来メインエンターテイメン トとして





の空間に配置 してみると、述べ床面積で96,000㎡ とな り、






す るとそれほど威圧感 もな く収まることもわかった。それ
だけ、中川運河船溜まりがヽ空間的に大 きい とい うことだ
ろう。










て くる。 これが建築 とい う行為の最上流の活動である。建
築をつ くりだす必然性や動機、そ して街づ くりに与える影
響な ど、今後に検討すべき課題は数多く、まだ実現にはそ
れ相応の時間を要す るが、す くな くとも構想提案では、娯
楽 とい う仮説の延長上に、こうした建築をつ くる動機が生
まれたことになる。 こうした動機が最初にあって こそ、以
後に続 く建築の行為、すなわち計画や設計 とい う行為が発
生 してくるのである。
私は、かつて金山駅北 口地区に整備 された商業施設 「明
日なる金山」の開発 においても本稿同様 の方法で、名古屋
市に構想提案[注9]し てお り、その結果5年 後に完成をみ
た経験がある。 こうした点か らも、関係者の今後の検討に
期待す るとともに、事業 コンペテ ィション[注10]で 優れ
た事業者 と建築家を選定 してもらいたいとい うのは、提案
者の希望である。
こうした過去の経験を踏まえれば、エンターテイメント・
ピアの主要部分である6万 ㎡は、建設コス ト50万 円/坪 で




















決にあたるとい うのが 自明の姿であろ う。そ うした開発の
姿 とい うのは、模型に逐次反映 され、時間の経過 とともに
次第に現実の姿に入れ替わってゆくのである。最終的には、
ささしま24地 区の完成系が模型で示 されることになる。こ
のよ うに都市再開発 における図面や模型 とい うものは、最
初に概念的に表現 され次第に完成系に向か うとす る暫時的




が行 う開発部分については、過去に事業者サイ ドで制作 さ
れた優れた模型 もあると聞いているが、 ささしま24地 区全
体をみてゆく模型がなかった。そこで私の研究室で1/500、




エ リアマネージメン トとい う方法は、街づ くりか ら街育



















得なかった界隈づ くりといった ソフ トな提案 も、ようや く
実行性 ある開発主体の顔が想定できるよ うになった。それ
だけ提案 内容 も従来の提案に比べて多角的に行い得 るよう
になったと言えよう。
さらに、今回の構想提案は、娯楽とい う仮説を立てた ら、
どのよ うなコンプ トとイメージが描けるかとい う試案であ
る。今後 この地区開発においても、複数に渡 り、また事業
段階に応 じて、多くの計画提案がなされて、そ して関係者
間で検討 されてゆくであろ う。そ うした議論 と検討の結果
として、この街の姿が最終的にどのようになるか、現時点
ではわからない。ただ今の開発途中毅階において、なにが
必要か とい う点について、私たちの研究室な りに検討 し提






















2)事 業概要は以下の通 り(平 成23年4月 時点)
■名古屋都市計画事業ささしまライブ24土 地区画整理事業
施工者:名 古屋市、施行面積:22.1ha、 施行期間:平 成11
年度～平成28年 度、事業費:280億 円、減歩率:42.77%(





平成16年2月 にささしまライブ24地 区計画を決定 しまし
た。対象面積:12.4ha、 主要用途:一 戸建て住宅、病院、店
舗型性風俗特殊営業等の用途を禁止、最低敷地面積:3、000













4)さ さしまライブ24ま ちづくり協議会第1回 ワーキングは、
2011年7月15日(金)10:00～11:45、 名古屋市住宅都
市局金山復興資料倉庫3階 会議室。
ささしまライブ24ま ちづ くり協議会第4回 ワーキングは、
平成23年10月14日(金)13時 よ り16時30分 、JIC
A中 部なごや地球ひろば、セミナールームA。
5)成 果品:本 報告書:名 古屋市立大学大学院芸術工学研究
科三上訓顯研究室:エ リアマネージメン トのあり方 につい
て、2011.10.14、p1-p32及 び検討用模型1/500。









しもととうかい)と なる。事務所は中区栄5-1-32に ある 「久
屋 ワイエスビル」の6階 。過去に専用の劇場(広 小路小劇
場→栄3丁 日劇場 と変遷)が あったが、2005年7月 に閉館
した。
8)三 上訓顯:環 境デザインのイマジニア リングについて、
イマジネーションを具現化 してゆく方法、芸術工学への誘
い11、 岐阜新聞社、p273-3092007。
9)三 上訓顯:都 市拠点整備におけるコンセプ トの成立背景
について 一金山北地区開発呼称:ア スナル金 山の構想提案
を事例とする、芸術工学への誘い9、p68-98、 岐阜新聞社、
2005。
10)事 業コンペティションは経営計画 と建設計画の2側 面の
提案をす ることを、報告書に盛 り込んだ。最初 に健全な施
設の経営計画が実現できるか、ついで経営にふさわしい建
築が実現できるか とす る視点とである。都市再開発事業で
は、東京湾臨海部副都心事業をは じめ、通例行われている
コンペティション方法である。
